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Lαmpetra reissneri) ， 顎口類として硬骨魚類ソードテール (Xiphophorus helleri) を用い，それらの腔における神経
冠細胞の移動様式を免疫組織化学的に明らかにし，脊椎動物の体制の進化において神経冠細胞の移動様式の変化が果
たしたと考えられる役割を検討した。







経路“dorsal pathway" が存在した。体節と神経管・脊索との間の経路 (ventral pathway) においては， スナヤツ
メでは脊索を越えて腹側に至る神経冠細胞は，鯨嚢域より尾側では観察されなかったのに対し， ソードテールでは神
経冠細胞は体幹部のほぼ全域において，脊索を越えて腹側まで移動したO
3. Ventral pathway における神経冠細胞の移動と硬節形成との関連














無があげられる O 本論文では， ソードテール(顎口類)の腔では神経冠細胞が脊索の腹方まで移動し交感神経幹を形
成するのに対し，スナヤツメ(円口類)の腔では神経冠細胞はその位置までは移動しないこと，またこれらの移動が
硬節の発生と密接に関係していることを，免疫組織化学的手法を駆使して明らかにした。これらの研究は，博士(理
学)の学位論文として十分価値あるものと認められる D
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